
                                         2022-1-28 
報告テーマ：繊維産業におけるＳＤＧＳの取り組み 
       主な出所：繊維業界紙「繊維ニュース」 
            経済産業省資料 
                                       担当：⾼城 

Ⅰ．  政府、業界団体、企業の取り組み 

＜経産省＞ 
 ２０２１年１１⽉３０⽇製造産業局がリモート説明会 その⾻⼦を報告 
 国際公約 
  １９９７年京都議定書  ＣＯ２を２０２０年に１９９０年⽐６％削減 
  ２０１５年パリ協定  ＣＯ２を２０３０年に２０１３年⽐２６％削減  
  ２０２１年１１⽉ＣＯＰ２６ ＣＯ２を２０３０年に２０１３年⽐４６％削減 
 国内体制 
  ２０１９年「パリ協定にもとづく成⻑戦略としての⻑期戦略」を閣議決定     
  ２０２０年３⽉欧州委員会が「サーキュラーエコノミーアクションプラン」を発表し重点対策分野   

の１つに繊維が指定される  
２０２０年５⽉ 経産省が「循環経済ビジョン２０２０」においても繊維が指定される 
２０２１年２⽉ 「繊維産業のサステナビリティ―に関する検討会」設置 

委員８⼈、オブザーバー３⼈で構成 
２０２１年７⽉に取りまとめ 

 繊維業界の課題 
１．染⾊業界でＣＯ２排出量が多いこと、⽔の使⽤量が多いこと 
２．過剰⽣産体質（⾐料品供給点数 約２９億点、うち１５億点が売れ残る） 

 ・⽣産期間が⻑い（季節性があるので備蓄⽣産）→値引き販売の常態化→低価格化 
 ・⽋品を避ける商習慣（全体としては⼤量供給） 

３．⾐料品の店頭回収 
４．消費者の意識改⾰ 
５．認証スキーム 

 対策 
   ・適量⽣産、適量供給を⽬指すこと・・・ＡＩ等デジタル技術の活⽤、受注⽣産の拡⼤ 
   ・環境設計・・・ＣＯ２の排出量が少ない設計、リサイクル材料の利⽤拡⼤ 
           梱包材にリサイクル材料を、製品寿命の最⼤化、分解を考慮した設計 
 ＊⼈権問題に絡む課題 
   新疆ウィグル⾃治区の⼈権問題 
＜環境省 ＳＤＧＳ活⽤のメリット＞ 

① 企業イメージの向上（この会社は信⽤できる、この会社に⼊りたい） 
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② 社会の課題への対応（様々な社会の課題が網羅されており、社会のニーズが詰まっている） 
③ ⽣存戦略になる（ＳＤＧＳへの取り組みが国際的な取引条件になる可能性） 
④ 新たな事業機会の創出 

＜⾦融業界も同⼀歩調＞銀⾏、証券、保険 
ＥＳＧ投資の拡⼤（⾮財務情報）ＥＳＧを重視した経営の⽅が⻑期的な成⻑が期待できる 
２００６年にアナン事務総⻑が機関投資家に対し ＥＳＧを投資プロセスに組み⼊れる「責任 
投資原則」を提唱、２００８年のリーマンショックを通じて資本市場の短期的な利潤追求を批判 

＊経済界共通の認識として 「企業価値向上のためにＳＤＧＳやＣＳＲは⽋かせない」 
 
＜業界・個別企業の取り組み＞   
染⾊業界 
・あらゆる染⼯場がサステナブルに取り組んでいる。 
・グループ全体でＣＯ２排出量を２０％削減する（ソトー） 
・低浴⽐タイプの染⾊機の導⼊（お湯の削減） 
  新設備は１台で複数の⼯程ができるので時間短縮になる（想定外効果） 
・脱炭素経営の宣⾔ 
  バイオマスボイラー 
紡績業界 
 ⼤量⽣産、⼤量廃棄といった供給構造の是正と強制労働の排除について業界全体で取り組む 
化学繊維業界 
 ⼤量⽣産、⼤量消費への課題、価値観、ニーズの多様化などにより経営環境は⼤きく変化。 
 「持続可能な社会の実現への貢献」と「競争⼒の基盤維持・強化」の２つの課題に直⾯ 
ＹＫＫ 
 ⽇本の削減⽬標４６％以上を⽀持。 
「ＹＫＫサステナビリティ―２０５０」を掲げる 
 気候、資源、⽔、化学物質、⼈権の５つのテーマで⽬標設定・・経営者の意識が⾼い 
 環境配慮型のメッキ技術を開発（薬品を使わない） 
  シアン、クロムなどの有害物質を１００％削減 
  温室効果ガス９６％ ⽔使⽤６６％、消費電⼒６９％いづれも削減 
ミズノ 
 １９９１年から「クルー２１プロジェクト」に取り組む。 
 当⾯温室効果ガスを３０％削減の⽬標。そのために製造⼯程を抜本的に⾒直す。また、環境配慮型素材 
 への転換  
東レ 
 環境経営の徹底、グリーンイノベーションプロジェクトで１兆円の売り上げ⽬標 
 ２０２１年４⽉に社⻑直轄の「サステナビリティ委員会」発⾜ 
ユニチカ 
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 サステナブル推進プロジェクト 
 リサイクルし易い製品企画（回収、繊維に戻す）                   
⽇鉄物産 
 在庫を積まずに必要なものを必要な分だけ作るという仕組みをしっかりと構築する。 
 そのために製造の可視化を進める。原料の仕⼊れから出荷に⾄るまで⼯程ごとに⽣産状況を把握 
⼩松精練（現⼩松マテーレ）                       
 １９９９年 ⼩松精練環境経営宣⾔ 
 ２０１６〜２０００年 ＣＯ２を０５年⽐１０％削減、廃棄物量８０％削減 
 ２０２１年 ＣＯ２を１３年⽐３０％削減、⼈権保護項⽬ 
       社⻑が環境管理責任者  
靴下のヤマヤ 
 近くの⾼⽥川の⽣態系の保全に向けた取り組み 
 ゴミ拾い、草刈 本社社屋に太陽光パネル ３５年には使⽤電⼒を１００％⾃家発電に 
ＪＵＫＩ 
 ２０２０年４⽉ ＳＤＧＳ推進室設⽴ マテリアリティーマップ作製 
         環境負荷の低減、雇⽤機会の創出、様々な⼈材の社会参画推進、⾐料廃棄ロス削減 
         １７項⽬にチャレンジ  
ＳＴジャパン 
 ⽇本の繊維製造中⼩企業がＳＤＧＳ達成するための⽀援組織 産地や業態の枠を超えて 
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マトリックス
川上 川中 川下

紡績メーカー 合繊メーカー ⽣地（織物、編物）メーカー 染⾊・加⼯メーカー 縫製メーカー 流通
リユース
reuse Ａ−１ Ｂ−１ Ｃ−１ Ｄ−１

リデユース
reduce Ａ−２ Ｂ−２ Ｃ−２ Ｄ−２
廃棄物削減
リサイクル
recycle Ａ−３ Ｂ−３ Ｃ−３ Ｄ−３

新技術
技術⾰新 Ａ−４ Ｂ−４ Ｃ−４ Ｄ−４
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Ⅱ．流通段階別取り組み 

   現場ベースで様々な取り組みが⾏われている。中にはコスト無視も 
Ｄ−１ ・製品のリサイクルショップ、メルカリ 
    ・流通ハンガーの再利⽤（⼩売りでハンガー取り換え、２億本が焼却 検品清掃） 
Ａ−２ ・紡⽷くずの再利⽤（合繊メーカー） 裁断くずを紡績⽷に（クラボウ） 
    ・同様の仕組みを今治タオル、奈良靴下、播州産地などでも 
    ・裁断くずをインディゴ染めし再⽣デニムを（クラボウ、スパンデックスなどを除去） 
    ・広い業種から廃棄⾐料を集め原料に戻す（⽇本環境設計） 
Ｂ−２ ・裁断くずを雑貨に 

・不要になった⽣地や縫製品を⽷くずにして断熱材、防⾳材、クッション材に 
・得意先で不要になった⽣地や製品を⽷にして供給（新内外綿） 
・消費者から古着を回収し、⽷・⽣地をつくりアパレルメーカーに供給（三井物産アイ） 

Ｄ−２ ・⽻⽑布団の下取り 
    ・ダウンジャケットの下取り（スノーピーク、イオンモール、好⽇⼭荘、⽣協、ikka 等） 
    ・グリーンダウンプロジェクト（障碍者雇⽤） 

 ・廃棄品の圧縮（⾒込み発注の⾒直し、短納期対策） 
      廃棄繊維は年間２００万ｔあり そのうち７５％が焼却 
    ・同業他社品の相互利⽤（⾃前主義から脱却） 
    ・格外品の利⽤ 
    ・縫製品の補修事業 
Ａ−３ ・ペットボトルからポリエステル⽷（各合繊メーカー） 
    ・ナイロン漁網をナイロン⽷に 
    ・ダウンの再利⽤の仕組み（東洋⽻⽑⼯業） 
    ・レンチング（テンセルメーカー）は廃棄⾐料を集めてパルプを（２万５千ｔ） 
    ・学⽣服などの⽑製品を綿に戻しフェルトを作り⾞の内装材などに（ニッケなど） 
Ｂ−３ ・海岸に漂着したペットボトルを回収しポリエステル⽷に（豊島） 
     ⾃治体や学校と連携し海岸の美化運動に 
    ・岡⼭のデニムメーカーがデニム製品を回収し、綿に戻して新規にデニムを 
     昨年実績 ３８８３着 ⽇本各地に１００のパートナー（回収） 
D−３ ・ハンガーを⽯油系プラスティックからセルロース系プラに 
    ・ナイキが⿅島アントラーズのユニフォーム、サポーターレプリカをＰＥＴ再⽣⽷に 
    ・シャツ⽤ニット⽣地の裁断くず（３〜４０％発⽣ １社あたり７〜８万の廃棄費⽤） 
     綿→⽷→ニット⽣地→Ｔシャツ 
Ａ−４ ・合繊⽷に薬剤を混ぜ⽣分解性を付与 
    ・植物由来の原料を開発（⽶ぬか、サトウキビ、サトウキビ⽊材の廃棄蜜、⽊材など） 
      ポリエステルはＴＰＡとＥＧから作られるがいずれもエタノール原料 （詳細レポ） 
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    ・有機栽培の綿花 
    ・廃棄されるバナナの茎を原料としてバナナ繊維を（吉⽥染⼯） 
    ・パルプ原料の多様化（アセテート⽤ 三菱レイヨン） 
Ｂ−４ ・⾼強⼒⽷を使った靴下 ２０００円で⽳あき無償交換  
Ｃ−４ ・⽔を使わない染⾊ 
    ・シャツの⻩ばみを抑え⻑く使えるシャツ 
    ・バイオマスボイラー 
Ｄ−４ ・環境設計（廃棄を前提とした被覆設計） 
    ・ＥＦウェアー（扇⾵機）や熱線ウェアー 
    ・陳列⽤ハンガーをセルロース系プラに（コットンパルプや精製⽊材に） 
    ・包装⽤フィルムにサトウキビ由来のポリエチレンを 
    ・抗ウィルスカーテン（住之江では昨対２．５倍に） 
    ・廃棄⾐料を原料にした⽂具（コクヨ） 
      廃棄繊維を⾊別にアップサイクルする仕組み それを利⽤してノートカバー、 
      ツールポーチ、メモカバー 
    ・和紙繊維製の裁断端材を畑の肥料に（３−６か⽉で分解）⽩菜などを栽培  

Ⅲ．課題 

① 適正なリサイクルのための認証制度 
② トレーサビリティーの確保 
③ 繊維リサイクル法の整備（経産省は未整備を認める） 
④ 三菱ケミカルが環境負荷度を数値化する提案 
⑤ ペットボトルから繊維を作ることは本当にエコか？ 
⑥ コスト⾼の問題、消費者は許容するのか 
⑦ 本物のエコと⾒せかけのエコが混在 
⑧ ⼝先だけのエコ政策（⽇鉄物産） 
⑨ この流れは今後どうなるか 経営者は本気か この流れは誰が選択するのか 
⑩ 環境科としては環境問題に対してどう取り組んでゆくのか。 

 
＜参考資料：環境⽤語＞ 
 
ＳＤＧs：Ｓustainable Ｄevelopmennt Ｇoals  持続可能な開発⽬標 
ＣＳＲ：Ｃorporate Ｓocial Ｒesponsibility 企業の社会的責任 
３Ｒ：Ｒeuse、Ｒeduce、Ｒecycle 
ＥＳＧ投資：Ｅnvironmennt Ｓocial Ｇavermennt 環境社会配慮投資 
ＣＯＰ：気候変動枠組条約締結国会議 
ＤＸ：Ｄigital Ｔransformation 進化した技術を浸透させ⽣活をよりよいものにする 
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